
 

 

 

登記の目的別の入力例を
簡単なサンプルを用いて 
解説します。 
 

 
※解説内容がオプションプログラムの 
説明である場合があります。 
ご了承ください。 
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1 

1 土地分筆登記 

TREND REGIC を起動して、受託データを作成します。ご依頼内容には、分筆前の物件情報を入力します。 
 

１－１ 受託データを作成する 
 

受託データ、事件データを作成して、土地分筆登記の申請書を作成する操作を解説します。 
ここでは、［登記の目的ウィザード］で作成します。 
 

［新規の受託］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

［ご依頼内容］で「土地」を

指定し、［分筆］のチェックを

オンにします。 

2 

分筆前の申請地所在、地番

を入力します。 
3 

［所有者の情報］をクリックします。 4 

所有者氏名、所有者ご住所を

入力します。 
5 

［新規登録を行い受託データ

編集へ］をクリックします。 
6 

法務省の申請様式を使用す

る場合は、［マスター管理］の

［登記目的と添付情報など］

で［使用する様式］を「法務

省の申請様式を使用する」

に変更してください。 



  

2 

事件データを作成して、［登記の目的］を選択し、所在、地番を確認します。 

１－２ 事件データを作成する 

［新規事件作成］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

5 4 

［土地］をクリックします。 2 

［登記申請の情報］をクリック

します。 
3 

［登記の目的］で「通常の分筆

登記」が選択されていることを

確認します。 

4 

［登記の目的ウィザード］をクリック 

します。 
5 



  

3 

10 

［登記の目的］で「通常の分筆

登記」が選択されていることを

確認します。 

6 

7 

9 

6 

8 

13 

10 

 

11 

12 

14 

15 

16 

ここでは［申請地（元地）に新しい 

地番を登録する］のチェックを 

オンにします。 

7 

元地の地目を選択して、面積を

入力します。 
8 

［次へ］をクリックします。 9 

分筆数を入力します。 

11 分筆地（新地）の地番名、面積

を入力します。 

12 残地の地番名を入力します。 

13 ［次へ］をクリックします。 

14 登記の内容を確認します。 

15 登録免許税を確認します。 

16 ［次へ］をクリックします。 



  

4 

17 

18 

17 

19 
20 

登録される書類の添付方法を

設定します。 

18 ［完了］をクリックします。 

19 ［申請人］をクリックします。 

20 申請人を確認します。 

申請人が複数のときは、ここで

追加することもできます。 



  

5 

21 ［代理人など］をクリックします。 

22 

21 

23 

22 代理人を確認します。 

23 ［土地の事件データを新規に

作成します］をクリックします。 



  

6 

登記申請書を作成します。 

１－３ 登記申請書を作成する 

登記完了証の交付方法を設定する 

登記完了証の交付方法を設定します。 

［登記申請書］をクリックします。 1 

1 

2 

［登記完了証の交付方法］を

設定します。 
2 



  

7 

土地の表示を設定する 

［土地の表示］の表示履歴欄の原因及びその日付を入力します。 

［土地の表示］をクリックします。 1 1 

2 

4 

3 

残地の原因及びその日付を

入力します。 
2 

分筆新地の原因及びその日付

を入力します。 
3 

［編集内容を保存し、終了します］ 

をクリックします。 
4 



  

8 

2 土地地目変更登記 

TREND REGIC を起動して、受託データを作成します。ご依頼内容には、地目変更前の物件情報を入力します。 
 

２－１ 受託データを作成する 
 

受託データ、事件データを作成して、土地地目変更登記の申請書を作成する操作を解説します。 
ここでは、［登記の目的ウィザード］で作成します。 
 

［新規の受託］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

［ご依頼内容］で「土地」を

指定し、［地目］［変更］の 

チェックをオンにします。 

2 

地目変更前の申請地所在、

地番を入力します。 
3 

［所有者の情報］をクリックします。 4 

所有者氏名、所有者ご住所を

入力します。 
5 

［新規登録を行い受託データ

編集へ］をクリックします。 
6 

法務省の申請様式を使用

する場合は、［マスター管

理］の［登記目的と添付情

報など］で［使用する様式］

を「法務省の申請様式を使

用する」に変更してください。 



  

9 

事件データを作成して、［登記の目的］を選択し、所在、地番を確認します。 

２－２ 事件データを作成する 

［新規事件作成］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

5 4 

［土地］をクリックします。 2 

［登記申請の情報］をクリック

します。 
3 

［登記の目的］で「土地地目変更 

登記」が選択されていることを 

確認します。 

4 

［登記の目的ウィザード］をクリック 

します。 
5 



  

10 

変更前の地目、面積、変更後

の地目、面積を入力します。 
6 

7 

6 

［次へ］をクリックします。 7 

8 

9 

書類の添付方法を設定します。 8 

［完了］をクリックします。 9 



  

11 

10 

11 

［申請人］をクリックします。 

11 申請人を確認します。 

申請人が複数のときは、ここで

追加することもできます。 

 
10 

12 

14 

13 

12 ［代理人など］をクリックします。 

13 代理人を確認します。 

年計・事件簿情報を入力する

こともできます。 

 
14 ［土地の事件データを新規に

作成します］をクリックします。 



  

12 

登記申請書を作成します。 

２－３ 登記申請書を作成する 

添付情報を設定する 

添付情報を設定します。 
ここでは、「農地法第５条受理書（特例）」「代理権限証明情報（特例）」を設定します。 
 

［登記申請書］をクリックします。 1 

1 

［添付情報］の［設定］をクリック

します。 
2 

2 

3 

4 

「代理権限証明情報」の［接続 

文字］で「（特例）」を選択します。 
3 

［添付書類名］で「農地法第５条 

受理書」、［接続文字］で「（特例）」 

を選択します。 

4 

［マスター管理］で添付情報の

任意文字列を追加することもで

きます。 

［添付情報の設定］の［添付

書類名］［接続文字］［添付情

報に追加する任意の文字列］

は［マスター管理］の［不動産

登記辞書］で追加・変更する

ことができます。 



  

13 

登記完了証の交付先を設定する 

登記完了証の交付先を設定します。 

5 

6 

7 

「農地法第５条受理書」の左の

三角をクリックします。 
5 

［表示を上へ］をクリックします。 6 

［設定内容を反映して終了します］ 

をクリックします。 
7 

［登記完了証の交付先］を設定

します。 
1 

1 



  

14 

 

土地の表示を設定する 

［土地の表示］の表示履歴欄に変更前の地目、地積、変更後の地目、地積、原因及びその日付を入力します。 

1 

2 

3 

［土地の表示］をクリックします。 1 

変更後の原因及びその日付を

入力します。 
2 

［編集内容を保存し、終了します］ 

をクリックします。 
3 
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3 土地地積更正登記 

TREND REGIC を起動して、受託データを作成します。ご依頼内容には、地積更正前の物件情報を入力します。 
 

３－１ 受託データを作成する 
 

受託データ、事件データを作成して、土地地積更正登記の申請書を作成する操作を解説します。 
ここでは、［登記の目的ウィザード］で作成します。 
 

［新規の受託］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

［ご依頼内容］で「土地」を

指定し、［地積］［更正］の 

チェックをオンにします。 

2 

地積更正前の申請地所在、

地番を入力します。 
3 

［所有者の情報］をクリックします。 4 

所有者氏名、所有者ご住所を

入力します。 
5 

［新規登録を行い受託データ

編集へ］をクリックします。 
6 

法務省の申請様式を使用

する場合は、［マスター管

理］の［登記目的と添付情

報など］で［使用する様式］

を「法務省の申請様式を使

用する」に変更してください。 



  

16 

事件データを作成して、［登記の目的］を選択し、所在、地番を確認します。 

３－２ 事件データを作成する 

［新規事件作成］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

5 4 

［土地］をクリックします。 2 

［登記申請の情報］をクリック

します。 
3 

［登記の目的］で「土地地積更正 

登記」が選択されていることを 

確認します。 

4 

［登記の目的ウィザード］をクリック 

します。 
5 



  

17 

更正前の地目、面積、更生後

の地目、面積を入力します。 
6 

7 

6 

［次へ］をクリックします。 7 

8 

9 

書類の添付方法を設定します。 8 

［完了］をクリックします。 9 



  

18 

10 

11 

［申請人］をクリックします。 

11 申請人を確認します。 

申請人が複数のときは、ここで

追加することもできます。 

 
10 

12 

14 

13 

12 ［代理人など］をクリックします。 

13 代理人を確認します。 

年計・事件簿情報を入力する

こともできます。 

 
14 ［土地の事件データを新規に

作成します］をクリックします。 



  

19 

作成済みの図面を取り込みます。 
ここでは、［ファイルから］で取り込んだ図面のファイル種別を「地積測量図」、添付方式を「オンライン申請」に変更
する操作を解説します。 

 

３－３ 図面を取り込む 

取り込んだ図面ファイルを選択

します。 
1 

1 

2 

5 

6 

3 

4 

［詳細情報］をクリックします。 2 

［書類種別］で「地積測量図」を

選択します。 
3 

［添付方式］で「オンライン申請」 

を選択します。 
4 

［保存］をクリックします。 5 

［終了］をクリックします。 6 



  

20 

登記申請書を作成します。 

３－４ 登記申請書を作成する 

添付情報を設定する 

添付情報を設定します。ここでは、「地積測量図」「代理権限証明情報（特例）」を設定します。 
 

［登記申請書］をクリックします。 1 

1 

［添付情報］の［設定］をクリック

します。 
2 

2 

3 

「代理権限証明情報」の［接続 

文字］で「（特例）」を選択します。 
3 

「地積測量図」の左の三角を

クリックします。 
4 

［マスター管理］で添付情報の

任意文字列を追加することもで

きます。 

［添付情報の設定］の［添付

書類名］［接続文字］［添付情

報に追加する任意の文字列］

は［マスター管理］の［不動産

登記辞書］で追加・変更する

ことができます。 

5 

4 

［表示を上へ］をクリックします。 5 



  

21 

登記完了証の交付先を設定する 

登記完了証の交付先を設定します。 

6 

［設定内容を反映して終了します］ 

をクリックします。 
 

6 

［登記完了証の交付先］を設定

します。 
1 

1 



  

22 

 

土地の表示を設定する 

［土地の表示］の表示履歴欄に変更前の地目、地積、変更後の地目、地積、原因及びその日付を入力します。 

1 

2 

3 

［土地の表示］をクリックします。 1 

変更後の原因及びその日付を

入力します。 
2 

［編集内容を保存し、終了します］ 

をクリックします。 
3 



  

23 

4 土地合筆登記 

TREND REGIC を起動して、受託データを作成します。ご依頼内容には、合筆前の物件情報を入力します。 
 

４－１ 受託データを作成する 
 

受託データ、事件データを作成して、土地合筆登記の申請書を作成する操作を解説します。 
ここでは、［登記の目的ウィザード］で作成します。 
 

［新規の受託］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

［ご依頼内容］で「土地」を

指定し、［合筆］のチェックを

オンにします。 

2 

合筆前の1筆目の申請地所在、 

地番を入力します。 
3 

［所有者の情報］をクリックします。 4 

所有者氏名、所有者ご住所を

入力します。 
5 

［新規登録を行い受託データ

編集へ］をクリックします。 
6 

法務省の申請様式を使用

する場合は、［マスター管

理］の［登記目的と添付情

報など］で［使用する様式］

を「法務省の申請様式を使

用する」に変更してください。 



  

24 

事件データを作成して、［登記の目的］を選択し、所在、地番を確認します。 

４－２ 事件データを作成する 

［新規事件作成］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

5 4 

［土地］をクリックします。 2 

［登記申請の情報］をクリック

します。 
3 

［登記の目的］で「所有権登記の 

有る土地の合筆」を選択します。 
4 

［登記の目的ウィザード］をクリック 

します。 
5 
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10 

合筆前の地番の地目、面積を

入力します。 
6 

7 

6 

［次へ］をクリックします。 7 

8 

9 

合筆先を登録します。ここでは

［無し］を選択します。 
8 

［次へ］をクリックします。 9 

10 

13 

11 
12 

［新規追加］をクリックします。 

11 合筆元の地番名、面積を入力

します。 

12 合筆先を選択します。 

13 ［次へ］をクリックします。 
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14 登記の内容、登録免許税を確認 

します。 

15 

14 

16 

17 

15 ［次へ］をクリックします。 

16 登録される書類の添付方法を

設定します。 

17 ［完了］をクリックします。 
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18 

19 

［申請人］をクリックします。 

19 申請人を確認します。 

申請人が複数のときは、ここで

追加することもできます。 

 
18 

20 

22 

21 

20 ［代理人など］をクリックします。 

21 代理人を確認します。 

年計・事件簿情報を入力する

こともできます。 

 
22 ［土地の事件データを新規に

作成します］をクリックします。 



  

28 

ここでは、登記識別情報提供様式を作成します。 

４－３ 登記識別情報提供様式を作成する 

［登記申請書］をクリックします。 1 

［登記識別情報の提供・発行

区分］をクリックします。 
2 

1 

2 

4 3 

［提供の有無］で「有り」を選択

します。 
3 

［登記識別情報提供様式の作成］ 

をクリックします。 
4 
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10 

申請人の住所、氏名を確認 

します。 
5 

7 

5 

6 

8 

9 

11 

10 

12 

13 

登記の目的を選択します。 6 

［登録］をクリックします。 7 

物件を選択します。 8 

［編集］をクリックします。 9 

所有者よりお預かりした

「登記識別情報通知」に

従って、土地の登記識別

情報を入力します。 

11 ［上記の内容で登録を行い

ます］をクリックします。 

12 不要な物件情報を選択

します。 

13 ［削除］をクリックします。 
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14 ［はい］をクリックします。 
14 

15 

16 

17 

15 ［上記の内容で編集を行い

ます］をクリックします。 

16 ［閉じる］をクリックします。 

17 ［編集内容を保存し、終了

します］をクリックします。 



  

31 

登記申請書を作成します。 

４－４ 登記申請書を作成する 

添付情報を設定する 

添付情報を設定します。ここでは、「登記識別情報」「印鑑証明情報（特例）」「代理権限証明情報（特例）」を
設定します。 

［登記申請書］をクリックします。 1 

1 

［添付情報］の［設定］をクリック

します。 
2 

2 

3 

「代理権限証明情報」の［接続 

文字］で「（特例）」を選択します。 
3 

３行目の［添付書類名］で 

「印鑑証明情報」、［接続文字］で 

「（特例）」を選択します。 

4 

4 
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「登記識別情報」の左の三角を

クリックします。 
5 

 

6 

5 

7
 

8 

［添付情報の設定］の［添付

書類名］［接続文字］［添付情

報に追加する任意の文字列］

は［マスター管理］の［不動産

登記辞書］で追加・変更する

ことができます。 

［マスター管理］で添付情報の

任意文字列を追加することもで

きます。 

9 

［表示を上へ］をクリックします。 6 
 

「印鑑証明情報」の左の三角を

クリックします。 
7 
 
 ［表示を上へ］をクリックします。 8
 

［設定内容を反映して終了します］ 

をクリックします。 
9 
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登記完了証の交付先を設定する 

登記完了証の交付先を設定します。 

［登記完了証の交付先］を設定

します。 
1 

1 

土地の表示履歴欄の合筆先の原因及びその日付を入力する 

土地の表示履歴欄の合筆先の原因及びその日付を入力します。 

［土地の表示］をクリックします。 1 

2 

1 

合筆先の原因及びその日付を

入力します。 
2 
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合筆元の原因及びその日付を入力する 

合筆元の原因及びその日付を入力します。 

合筆元の原因及びその日付を

入力します。 
1 

1 

2 

［編集内容を保存し、終了します］ 

をクリックします。 
2 
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5 土地分合筆登記 

TREND REGIC を起動して、受託データを作成します。ご依頼内容には、分割前の物件情報を入力します。 
 

５－１ 受託データを作成する 
 

受託データ、事件データを作成して、土地分合筆登記の申請書を作成する操作を解説します。 
ここでは、［登記の目的ウィザード］で作成します。 
 

［新規の受託］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

6 

5 

［ご依頼内容］で「土地」を指定

し、［分筆］［合筆］のチェックを

オンにします。 

2 

分筆前の申請地所在、地番を

入力します。 
3 

［所有者の情報］をクリックします。 4 

所有者氏名、所有者ご住所を

入力します。 
5 

［新規登録を行い受託データ

編集へ］をクリックします。 
6 

法務省の申請様式を使用

する場合は、［マスター管

理］の［登記目的と添付情

報など］で［使用する様式］

を「法務省の申請様式を使

用する」に変更してください。 
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事件データを作成して、［登記の目的］を選択し、所在、地番を確認します。 

５－２ 事件データを作成する 

［新規事件作成］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

5 4 

［土地］をクリックします。 2 

［登記申請の情報］をクリック

します。 
3 

［登記の目的］で「土地分合筆

登記」が選択されていることを

確認します。 

4 

［登記の目的ウィザード］をクリック 

します。 
5 
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10 

分筆前の地番の地目、面積を

入力します。 
6 

7 

6 

［次へ］をクリックします。 7 

8 

申請地以外の親地番（元地）を

登録します。 

ここでは［無し］を選択します。 

8 

［新規追加］をクリックします。 9 

14 

13 

地番名、面積、地目を入力します。 

12 分筆数を入力します。 

13 分筆地の合筆先を設定します。 

14 ［次へ］をクリックします。 

9 

10 

11 

11 ［次へ］をクリックします。 

12 
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15 登記の内容、登録免許税を確認 

します。 

16 

15 

17 
 

18 

16
 

［次へ］をクリックします。 

17 登録される書類の添付方法を

設定します。 

18 ［完了］をクリックします。 



  

39 

19 

20 

［申請人］をクリックします。 

20 申請人を確認します。 

申請人が複数のときは、ここで

追加することもできます。 

 
19 

21 

23 

22 

21 ［代理人など］をクリックします。 

22 代理人を確認します。 

年計・事件簿情報を入力する

こともできます。 

 
23 ［土地の事件データを新規に

作成します］をクリックします。 



  

40 

ここでは、登記識別情報提供様式を作成します。 

５－３ 登記識別情報提供様式を作成する 

［登記申請書］をクリックします。 1 

［登記識別情報の提供・発行

区分］をクリックします。 
2 

1 

2 

［提供の有無］で「有り」を選択

します。 
3 

［登記識別情報提供様式の作成］ 

をクリックします。 
4 

4 3 
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10 

申請人の住所、氏名を確認 

します。 
5 

7 

5 

6 

8 

9 

11 

10 

12 

13 

登記の目的を選択します。 6 

［登録］をクリックします。 7 

物件を選択します。 8 

［編集］をクリックします。 9 

所有者よりお預かりした

「登記識別情報通知」に

従って、土地の登記識別

情報を入力します。 

11 ［上記の内容で登録を行い

ます］をクリックします。 

12 不要な物件情報を選択

します。 

13 ［削除］をクリックします。 
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14 ［はい］をクリックします。 
14 

16 

17 

18 

15 ⑫⑬⑭の操作を繰り返して、 

他の不要な物件情報も削除 

します。 

17 ［閉じる］をクリックします。 

18 ［編集内容を保存し、終了

します］をクリックします。 

15 

16 ［上記の内容で編集を行い

ます］をクリックします。 
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登記申請書を作成します。 

５－４ 登記申請書を作成する 

添付情報を設定する 

添付情報を設定します。ここでは、「登記識別情報」「印鑑証明情報（特例）」「代理権限証明情報（特例）」を
設定します。 
 

［登記申請書］をクリックします。 1 

1 

［添付情報］の［設定］をクリック

します。 
2 

2 

3 

「代理権限証明情報」の［接続 

文字］で「（特例）」を選択します。 
3 

３行目の［添付書類名］で 

「印鑑証明情報」、［接続文字］で 

「（特例）」を選択します。 

4 

4 
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「登記識別情報」の左の三角を

クリックします。 
5 

6 

5 

7
 

8 

［添付情報の設定］の［添付

書類名］［接続文字］［添付情

報に追加する任意の文字列］

は［マスター管理］の［不動産

登記辞書］で追加・変更する

ことができます。 

［マスター管理］で添付情報の

任意文字列を追加することもで

きます。 

9 

［表示を上へ］をクリックします。 6 

「印鑑証明情報」の左の三角を

クリックします。 
7 

［表示を上へ］をクリックします。 8 

［設定内容を反映して終了します］ 

をクリックします。 
9 
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登記完了証の交付先を設定する 

登記完了証の交付先を設定します。 

［登記完了証の交付先］を設定

します。 
1 

1 

土地の表示履歴欄の残地、分筆地の原因及びその日付を入力する 

土地の表示履歴欄の残地、分筆地の原因及びその日付を入力します。 
 

［土地の表示］をクリックします。 1 

2 

1 

残地の原因及びその日付を

入力します。 
2 

3 

分筆地の原因及びその日付を

入力します。 
3 
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合筆先の原因及びその日付を入力する 

合筆先の原因及びその日付を入力します。 
 

合筆先の原因及びその日付を

入力します。 
1 

1 

2 

［編集内容を保存し、終了します］ 

をクリックします。 
2 
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6 仮換地の建物表題登記 

仮換地に建物を建てた場合の建物表題登記の申請書を作成する操作を解説します。 

※地域によって異なる場合もあります。詳しくは申請先の法務局・登記官にご確認ください。 

操作例では、次のように入力します。 

 ・［事件の情報］の［敷地番］、［登記申請書］の［所在地番］には底地の地番を入力 

 ・［登記申請書］の［換地等の記載］には換地の予定地番を入力 

 ・添付情報としては、通常の建物表題登記の添付情報に「該当地番証明情報」「仮換地証明情報」を追加 

 
 

TREND REGIC を起動して、受託データを作成します。 
 

６－１ 受託データを作成する 
 

1 

［新規の受託］をクリックします。 1 
 

2 

3 

4 

6 

5 

［ご依頼内容］で「普通建物」

を指定し、［表題］のチェックを

オンにします。 

2 

底地の所在、敷地番、家屋番号

を入力します。 
3 

［所有者の情報］をクリックします。 4 

所有者氏名、所有者ご住所を

入力します。 
5 

［新規登録を行い受託データ

編集へ］をクリックします。 
6 

法務省の申請様式を使用

する場合は、［マスター管

理］の［登記目的と添付情

報など］で［使用する様式］

を「法務省の申請様式に使

用する」に変更してください。 
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事件データを作成して、［登記の目的］を選択し、所在、地番を確認します。 

６－２ 事件データを作成する 

［新規事件作成］をクリックします。 1 
 

1 

2 

3 

4 

［普通建物］をクリックします。 2 

［登記申請の情報］をクリック

します。 
3 

［登記の目的］で「建物表題登記」 

を選択します。 
4 

所在、敷地番（底地）、換地等の

記載（換地の予定地番）、家屋

番号を入力します。 

5 5 
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［建物の表示］をクリックします。 6 

［建物構造の編集］をクリック

します。 
7 

8 

建物の構造、屋根の種類、階数 

を設定します。 
8 

11 

10 床面積を入力します。 

11 ［普通建物の事件データを新規 

に作成します］をクリックします。 

10 

6 7 

9 

［上記の内容で設定します］を

クリックします。 
9 
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登記申請書を作成します。 

６－３ 登記申請書を作成する 

添付情報を設定する 

添付情報を設定します。ここでは、通常の建物表題登記の添付情報に「該当地番証明情報」「仮換地証明情報」を
追加します。 

 
 ［登記申請書］をクリックします。 1 

1 

添付情報を入力します。 2 

2 
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登記完了証の交付先を設定する 

登記完了証の交付先を設定します。 

［登記完了証の交付先］を設定

します。 
1 

1 

建物の表示を入力する 

建物の所在、家屋番号、種類、構造、床面積を確認して、原因及びその日付を入力します。 
 

［建物の表示］をクリックします。 1 1 

建物の所在を確認します。 2 

2 

3 

4 

5 

6 

家屋番号を確認します。 3 

種類、構造、床面積を確認します。 4 

原因及びその日付を入力します。 5 

［編集内容を保存し、終了します］ 

をクリックします。 
6 
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